
第839回長野県教育委員会定例会　資料

現在

全日制
学校数

全日制
学校数

多部制
単位制
学校数

　飯山照丘 　 飯山照丘

　飯 山 南 　 飯 山 南

　中    野 　 中    野

27 21 1 　中    条 　 中    条

(1) (1)

　長 野 南 　 長 野 南

　坂    城

17 15 1
　望    月

　

　箕輪工業

25 22 1
　駒ヶ根工業 　   

　飯田長姫

    

　木　　曽

（木曽山林と林業大学校の連携(専修学校

20 17 1 　
　高等課程等)については今後の研究課題）

　 　

89 75 4
(1) (1)

※  学校名は校地・校舎を活用する学校
※ （　）内の数字は市立皐月高校の数で外数

第１２区

第８区

第９区

第１１区

第１０区

全県合計

各通学区ごとの学校数及び再編整備報告書案【全日制】

第２通学区
（東信）

第３通学区
（南信）

第７区

通学区

再編後

県教委再編整備候補案 　推進委員会報告書

第１通学区
（北信）

第５区

第６区

第４通学区
（中信）

第１区

第２区

第３区

第４区 多部制・単位制

統合

多部制・単位制

統合

統合

多部制・単位制

塩尻志学館（H12年度総合学科設置）

総合学科

飯 山 北

中野実業

松　　代

多部制・単位制

赤　　穂

下伊那農業

木曽山林

大 町

犀    峡

蓼    科

統合

統合（総合学科）

統合

統合

統合

中野実業
統合（総合学科）

ジョイント的統合

多部制・単位制

飯 山 北 統合

丸子実業 総合学科

蓼　　科

望　　月
統合

大　　町

大 町 北
統合

松本筑摩 多部制・単位制

箕輪工業

多部制・単位制野 沢 南

松本筑摩

飯田工業

飯田長姫
統合（総合学科） 統合

岡 谷 東

岡 谷 南
統合

木　　曽

木曽山林

多部制・単位制

犀　　峡 統合

屋 代 南

松　　代
統合

丸子実業

野 沢 南

大 町 北



現在

定時制
通信制

定時制
通信制

多部制
単位制
学校数

7 3 1

(1)

4 1 1

6 3 1

(1)

4 2 1

21 9 4

(2)

※ 学校名は校地・校舎を活用する学校

※ （　）内の数字は既に募集停止している学校の数で外数

第４通学区
（中信）

第１２区

第８区

第１１区

第１０区

第９区

全県合計

各通学区ごとの学校数及び再編整備報告書案【定時制・通信制／多部制・単位制】

第２通学区
（東信）

第３通学区
（南信）

第７区

通学区

再編後

県教委再編整備候補案 　推進委員会報告書

第１通学区
（北信）

第５区

第６区

第１区

第２区

第３区

第４区

長野吉田・定時制(分校)

長野商業・定時制

長 野 西・通信制

篠 ノ 井・定時制

坂城を多部制・単位制（通信制併
設）に転換

上田千曲・定時制(工業科)

上　　田・定時制

統合

統合

中野実業・定時制

飯田長姫と下伊那農の統合校(総合学科)

飯田長姫・定時制
飯田工業・定時制(工業)

統合

松本工業・定時制(工業科) 統合

野沢南・定時制

木　　曽・定時制

松本筑摩・定時制／通信制

　中野と中野実業の統合校(総合学科)

野沢南を多部制・単位制に転換

赤　　穂・定時制

　赤穂と駒ヶ根工業の統合校

木曽と木曽山林の統合校

松本筑摩を多部制・単位制（通信制
併設）に転換

屋代南を多部制・単位制（通信制併
設）に転換

中野実業・定時制

野沢南・定時制

 中野と中野実業の統合校(総合学科)

野沢南を多部制・単位制に転換

 木曽 と木曽山林の統合校

長野吉田・定時制(分校)

長野商業・定時制

長 野 西・通信制

篠 ノ 井・定時制

統合

上田千曲・定時制(工業科)

上　　田・定時制

上伊那農業・定時制

箕輪工業・定時制(工業)

箕輪工業を多部制・単位制に転換

飯田長姫・定時制

飯田工業・定時制(工業)

木　　曽・定時制

松本工業・定時制(工業科)

松本筑摩を多部制・単位制（通信制
併設）に転換

統合

統合

統合

統合

松本筑摩・定時制／通信制

上伊那農業・定時制

箕輪工業・定時制(工業)

箕輪工業を多部制・単位制に転換

統合

飯田長姫と飯田工業の統合校


